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 表の1を もとに し、一人称単数を主語 とした場合どのように文が構成 され るか を表




ヱ96 研究会報告3:ッ ッバ語の名詞句 ・名詞句表現に関する考察
 ス ロッ ト1の 位置には未来、仮定 を表すwill, ifに該当する語があ らわれ、それに後
続 してスロット2の 位置に主語独立代名詞があらわれる。2の 主語独立代名詞は往々に
して省略されるが、次のス ロット3の 位置 にあらわれる主語代名詞 によ り主語を特定
することが出来、これが省略されることはない。完了相、否定の接語を不要とする文で
は主語代 名詞(ス ロッ ト3)に 動詞(ス ロット5)が 後続するが、完了相や否定 の接語な










































未完 了`telo'  反復 `le'
will  tomorrow   SP:1SG  NEG    go




te   fano
Morphemes
e.tea`one'   e-  数   ―tea ― 具 体的 数(1,2-―10)
Ordinal(序 数)は 基 数 に三 人称単数 の所有代 名詞接尾 辞一naが 付加 して あ らわ され る
が、1と1000は 例外 とな る。また、Distributive(分 配)は 具 体 的数 を表す 形態 素部 分
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例 え ば234は 次 の よ うに数 え られ る。
faa-rua             faa-tol-na
hundreds-two   hundreds-three-P:3SG
   200               300th
 gaful-e-fati-na            e-fati
tens-E-four-P:3SG     E―four
     40th           4
しか し次 のよ うに短縮 す る こと もで きる。
234
      faatol-na            ngaflefati-na
three hundred-P:3SG    forty-P:35G







ヱ98 研究会報告3:ツ ツバ語の名詞句 ・名詞句表現に関する考察
Relational nouns
 以下に示すのは人、物、空間の部位をあらわす名詞表現である。内側、正面、上、下
な ど、場所をあ らわす語は多 くの場合、属する人や空間名詞への結びつきを意味す る一n
という接尾辞 を伴 う。場所を表す語の前後いずれかにはnaと いう前置詞が置かれるが、
これ は前置詞句にお いて全ての用途で用 いられる。
A: Verb na  location-n    noun
B: Verb  location  na noun
次 に挙 げ るの は動 詞eno`lie'が 用 い られ 、場所 を表す 語 が異 な る二 文 であ るが、①
はタイプA、 ② はタイプBで ある。これより、A, Bを 規定するのは、動詞ではな く場
所を表す語であると考 えられる。
①firiu bula-ku me eno na ruirui-n tebo
  dog  LINK-P:1SG  3SG  lie   PP   under-LINK  table
`my dog lay under the table.'
②nna lo eno fare na imai(*・-enonafare-nimaiastypeA)
he  TA  Iie  outside  PP  house
`He was lying outside the house.'
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質疑応答(敬 称略)
伊藤(コ メ ンテーター):数 詞の表現は、例えば20以 上の2桁 の数字 を言 う場合に10
の位か ら言 うか1の 位か ら言 うか、また階数 を言 うときに1階 というのが地面 とつな




内藤:話 し手 と聞き手の両方 に主語が明白である場合はほぼ省略される。ただ し主語
が強調される場合は省略 されない。
向山:カ トラーは、presentとpastと いうメンタル ・スペースにfactと いう属性を与
え、futureと いうメンタル ・スペースにはpredictionと いう属性を与えて概念を区別
している。希望 、意志のようなdesireに あたる部分は現在 におけるpredictionと して
2つ のマーカが重なる英語 のような言語 もあると述べている。それに照 らしてみると、
この記述 はちょうどそ の区別にそって文法的なマーカが当てはめ られているのが興味
深い。imperfectiveに 関 して、これをimperfectiveと 呼ぶのは適切でないかもしれな
い。むしろある時称の内側 に視点があるような場合にimperfectiveと いうのが一般的
である。teとloで 否定の形態素と考えることはできないのか。
内藤:初 めはそのようにも考 えたが、そ うするとインフォーマン トの説明と合致 しな
かった。進行形 の否定形が判然 としないこと、未完了を表す発話に必ずteloが 生起 し
ていたことか ら、今回は未完了とした。 しかしご指摘のとお り、今後imperfectに 関 し
て考察する必要性 と進行形の否定形を調査する必要性があると思 っている。
森岡:数 詞に関 して、8だ け数を表す接頭辞e一がつかないのはなぜだろ うか。
内藤:接 頭辞e―がつかない理 由はまだ分か らないため、今後調査 を続けたい。
森岡:e+o+aと い う3母 音の連続というのがツツバ語では起 こりえず、そ うなる
場合には一eが脱落するという現象が他の単語を拾ったときに観察で きる可能性がある。
母音の3連 続 ということに関 して、データを集めてみると面 白いことがわか るか もし
れない。それか らlocationの 表現 に関 して、場所が特定的な場合 と不特定的な場合で
区別があるように思われる。
内藤: 3重 母音には、iao、 ieaの2つ が観察できたが、 eoaと いう形 はなく、もしか
するとその形 を回避す るためeが 脱落するのかもしれない。今後のデータ収集の参考
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にしたい。locationに 関してはそのような観点から分析 したことがなかったので、今後
多様な観点か ら調査 を行 うよう心がけたい。
李:指 示詞は全部で いくつあるのか。





系的な記述 も目指 してほ しい。
三谷=人 称代名詞 の派生関係 について考えていることはあるか。
内藤: 1人 称単数のpresent、 pastに ついては有標形であろうと考えている。それ以外
はほかの複数 ・双数 などと合致 して/k/が 発音されている。複数のexclusiveの/kam/
という部分が双数、三数の1人 称のexclusiveと 合致する ことか ら、それに数を表す形
態素が付加 した と考えている。本来ならば/k/で 現れ るところが単数の場合のみ/n/に
変わったのではないだろうか。
三谷:数 詞は、0番 台 を含めているのであろう。100、1000の ように大きな位はあと
か ら作った形で、もともと使わないためになかったものが、後 にほかの文明との接触に
より形成されたのではないか。また、locationに ついて、前後左右 に関 してはanimate
の素性で区別しているようだが、そのような現象は他 にも観察できたか。
内藤:そ のような他の現象はこれまでに確認できていない。発表者か らの発問になる
が、基数 の形態素(10、100)は どのよ うに分類すると妥当だろうか。例えば2桁 の数
について、20以 上に従 ってsa/ngafulと すると、 saが 何を表すのかという閾題が生
じてくる。
三谷:や は りngafulが10で 、10番 台だけにsaが ついた形になると考えるのが妥当
であろう。saが ついた ものを異形態として考え、 saとngafulを 分けな くてもよいので
はないか。
Hansen:英 語でtenが 一teenになるのに似ている。19ま ではよく使 うので、他 と区
別 しているのではないか。
三谷:い ずれにせよ、今 の段階で決めて しまうべきではない。今後 の調査、考察 を待
ちたい。
